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は１から3回の折返し鍛錬がなされており、籠手では、炭素濃度が0.1mass%以下の低炭素鋼で同じ材質の鋼材
から作製した「丸鍛え」で作られており、袖では0.1mass%から少し高め、肩上では0.1から0.8masss%の高炭
素鋼が用いられており、炭素濃度の異なった鋼板を接合する「合わせ鍛え」で作られていること、硬さも袖
と肩上および草摺が籠手より大きく、これらの鋼板が焼きなましされていないことを明らかにしている。こ
れらの特徴から、各部位の鋼材の違いが戦闘における防護方法の違いを反映していると述べている。 
第6章「鎖鋼線の製作方法」では、上記部位に用いられている鋼板を繋ぎ合わせる鋼の輪及び鎖帷子に用い
られている鋼の輪が、いずれも直径1mm程度の鋼線を用い外径が5から6mmの円あるいは楕円状になっている
こと、折返し鍛錬は2回程度なされており、炭素濃度が0.11から0.40mass%で、引抜き方向に結晶が線状に伸
ばされていることを明らかにしている。さらに江戸後期の線材作製の絵図と当時の規格表から推定して、一
定の重さで長さ２尺(約66cm)の鋼材を500℃程度の低温焼きなましと加工率25％の線引きを繰り返して線材
を作製したと述べている。 
第7章「漆による鎧鋼板の加飾と防食」では、籠手、肩上、草摺および袖の鋼板に黒漆が使塗布されている
こと、特に鋼板の表側には地の粉や砥の粉の下地の上に塗布されており光沢を出していること、漆との密着
性を高めるため表面を荒く仕上げていることを明らかにし、この漆と鋼板の密着性が防食効果に寄与してい
ると述べている。 
第8章「総括」では、以上をまとめ、本研究の保存科学的意義を述べている。 
以上要するに、本論文は、室町時代末期から江戸時代の鎧に用いられた鉄板と鋼線の製作方法及びその加
飾と防食について材料学的に明らかにしたもので、文化財保存及び伝統技術の復元に貢献するところが大き
い、よって博士（文化財）の学位論文として十分な価値があると認められる。 
